一都市の事例を通じて西洋史通史を講義する試みについて－パリ史の事例から－（後編） by 望月 秀人
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　パリの旧城壁は 1670 年代から撤去され始めてグラン・ブールヴァールとなり，やがて 1828 年
にはパリ最初の公共交通路線としてのマドレーヌ・バスティーユ間乗合馬車路線も開通した．た
だし，パリの東西格差は徐々に拡大しつつあった．フランス革命でも二月革命でも六月蜂起で









ヌ）兵営が整備された．シャトー・ドー（給水塔）は M. ジラールが設計して 1811 年に建てた
もので，ヴィレット流域の水を使い，3 つの円形台座の上に 2 つのブロンズの泉水盤をもち，そ


















働者街であることはむしろ強化されたようだ．1880 年，トローヌ（王座）広場で 7 月 14 日が初
めて正式に革命記念日として祝われ，そこはナシオン（国民）広場と改称された．共和派の勝利
を誇示して，1883 年 7 月 14 日には，共和国（レピュブリック）広場（コンコルド広場に代わり，
シャトー・ドー広場がこの名称を持った）に共和国の女神マリアンヌの像が置かれた．こうした
名付けは，この大通りの政治的象徴性を決定的にした．ナシオン広場には反ドレフュス派作家
ポール・デルレードが 1899 年 2 月 23 日のクーデター未遂の際に部下を配置したが，何も起こら








ルテール大通りには 1902～03 年 1 月，マックス・ジャコブの部屋があり，ピカソと共同で貧し
い生活を送っていた13．
　第二次世界大戦末期，ナチス占領下のパリにおいて，対独レジスタンスは決死の抵抗を繰り広





とへ運んだ．それは 2～3 軒先の第 11 区区役所婦人クラブの施設で，区の女性たちと共に作った
火炎瓶だった．広場に潜んでいた男たちは，戦車に火炎瓶を投げつけた．24 日（木曜），兵営に
立てこもった 1200 人のドイツ兵は，攻囲していたフランス国内軍（レジスタンス）に容赦なく





めぐる左派と右派の対立に悩まされる．1958 年 5 月 28 日，左派の退潮の中で，共和国活動防衛
委員会がナシオン広場から共和国広場へのデモ行進を呼びかけたが，ピエール・エマニュエルは
「盲信的な嘆き」しか感じなかった．パリにいた『エスプリ』記者の多くも行列に参加したが，









共和国広場にもその影響は見られる．1968 年 5 月 1 日水曜，共和国広場では晴れた空のもと，
CGT（労働総同盟）と PCF（フランス共産党）の呼びかけにより，1954 年以来禁止されていた
メーデーのデモが 14 年ぶりにバスティーユ広場に向けて整然と行進した．ヴェトナム解放民族
戦線の旗も見られ，参加者は 10 万人とも 25000 人とも言われる．西川長夫もしばらく参加して
歩くが，やがてバスティーユに先回りし，その光景を撮影した．13 日月曜にも共和国広場から
ダンフェール・ロシュロー広場まで，戦後最大規模のデモ行進が行われ，ジェスマール，ソヴァ
ジョ，コーン・ベンディット，ミッテランら 20 万とも 80 万とも 100 万とも言われる人数が参加
し，7 キロにわたり整然と行進した16．



















　2015 年 11 月 13 日（金曜）21 時半ころ，シャロネ（シャロンヌか）通りの喫茶店ラ・ベル・
エキップ付近では，武装グループが歩行者に乱射し，19 人が殺害された．向かいのトルコ料理
店経営者の証言によれば，銃撃は 1 分以上続いた．銃を持った男 2 人と黒い車の中で待つ 1 人が
見えた．カフェのオーナーはユダヤ人で，妻はイスラム教徒であり，客の人種・宗教も多様だっ


































































































































































































































































大学出版会，2004 年，原著 1992 年），113～114 頁にも若干の言及がある．パリ大改造第一期工事と
してのセバストポール大通りの開通（1858 年 4 月．ただし，ストラスブール大通りは既にベルジェ知
事のもとで完成している）と，それによる民衆的街区の消滅については，鹿島茂『怪帝ナポレオン三
世　　第二帝政全史』（講談社学術文庫，2010 年），353～357 頁で述べられている．第 4 回印象派展
に出品された，クロード・モネ「サン・ドニ街，1878 年 6 月 30 日の祝日」（1878 年）（池上忠治責任
編集『世界美術大全集　西洋篇第 22 巻　印象派時代』1993 年，207～208 頁）のような絵画も，ナ
ショナリズム（現フランス国旗・国家の法制化は 1879～80 年）や絵画史を考えるための資料となる．
ルーゴン・マッカール叢書第 14 作に当たるエミール・ゾラの小説（清水正和訳）『制作』上巻（岩波
文庫，1999 年，原著 1886 年）では，レ・アール　　クロード・ランティエの叔母が豚肉屋で働いて
いるが彼とは絶縁状態である　　を「鉄骨構造の優美で堅固な」建物がデモクラシーの具現だとして，







２　堀越孝一訳・校注『パリの住人の日記 I　1405－1418』（八坂書房，2013 年），359～369 頁．ただし，
この辺りはヴァンセンヌの森への通路に当たり，「特別な装置で豪華に行われた最後の国王入城」で
ある 1660 年 8 月 26 日のルイ 14 世と王妃マリー・テレーズの入城の際には，「ヴァンセンヌへの道に
は，四本の柱の上に乗せられて丸屋根で覆われた大規模な王座が据えられ」，「国王はその王座に座り，
商人頭 [ パリ市長 ] からパリ市の鍵を渡され，諸団体からの誓いを受け」，4 時間かけてルーヴル宮へ
向かったという．これがトローヌ（王座）広場の語源とされる（アルフレッド・フィエロ（鹿島茂監
訳）『パリ歴史事典（普及版）』白水社，2011 年，原著 1996 年，241 頁）．また，「ヴァンセンヌの森
のルイイ芝生に立つトローヌ大市として今日に残った唯一の大市は，すでに十三世紀からサン・タン
トワーヌ大修道院の領地に立って食料品を扱っていた目立たない大市がそもそもの始まりである．売
られていたのはおもにパン・デピス [ 香料入りパンケーキ ] で，そこからパン・デピス市の名を与え
られた．一八四六年の段階ではまだ市門に立つささやかな大市にすぎず，プティ＝ランディと呼ばれ，
トローヌ市門で十五日間催されていた」（同上書 65 頁）．シャルル＝ニコラ・ルドゥーによりトロー
ヌ市門が建てられ，この辺りがパリ市に編入されたのは，18 世紀末である（同上書 30 頁）．
３　エリック・アザン（杉村昌昭訳）『パリ大全　　パリを創った人々・パリが創った人々』（以文社，
2013 年，原著 2002 年），130 頁以降．ヴォルテール通りと交差する街路を挙げれば，バスティーユの







にトローヌ＝ランヴェルセ広場（剥奪された王権広場＝現ナシオン広場）に設置され（1794 年 6 月








～12 区とマレ地区に相当する当時の第 8 大区は，1830 年時点の対人課税免除者（年家賃 200 フラン
以下の貧困層）が 32％でパリ第 2 位，年平均死亡率（死亡者 1 人当たりの住民数）が 43 人（1817～






クランを創設し（フィエロ前掲書 119 頁），アメリカ式鉄道とも呼ばれた馬車鉄道は 1869 年，28 座席
を備えた車両二両を牽引する機関車を用いて，ここのダンスホールの踊り手たちを，パリ南東郊外
シャンピニ＝シュル＝マルヌまで 1 時間で運んだという（同上書 283 頁）．その他，トローヌ広場や







９　ドーデの小説（大久保和郎訳）『月曜物語』（旺文社文庫，1968 年，原著 1873 年）．なお，パリ・コ
ミューン派最後の司令部は，ヴォルテール広場の第 11 区区役所だった（P. クールティヨン（金柿宏
典訳注）「パリ　　誕生から現代まで　　［XXVII］」『福岡大学人文論叢』第 41 巻第 2 号，2009 年，
863～883 頁，とくに 865 頁）．
10　ミシェル・ヴィノック（塚原史・立花英裕・築山和也・久保昭博訳）『知識人の時代　　バレス / ジッ











和田桂子『言語都市・パリ　1862-1945』藤原書店，2002 年，8～16 頁，引用は 10 頁）．ロルは「7 月
14 日」（1882）において，共和国広場における観閲式と学童部隊を描いている．ただし，この頃から
既に 7 月 14 日を祝うことには，左右からの批判があった（クリスチャン・アマルヴィ（長井伸仁訳）
「七月一四日　　〈怒りの日〉から〈祝祭の日〉へ」，ピエール・ノラ編（谷川稔監訳）『記憶の場　　
フランス国民意識の文化＝社会史　第 2 巻　統合』岩波書店，2003 年，原著 1984 年，141～193 頁，
とくに 164～165，192 頁）．共和国を象徴する女神マリアンヌについては，モーリス・アギュロン（阿
河雄二郎・加藤克夫・上垣豊・長倉敏訳）『フランス共和国の肖像　　闘うマリアンヌ 1789～1880　
　』（ミネルヴァ書房，1989 年，原著 1979 年）を参照されたいが，1883 年 7 月 14 日の除幕式に，パ
リ市との関係や，デモのため投獄されたルイーズ・ミシェルの特赦要求を恐れた大統領ジュール・グ
レヴィは臨席を拒んだ（215，271 頁）．なお，1978 年時点のフランス 95 県で，街路名として共和国
は 1 位（81），ヴォルテールは 13 位（60）であった（ダニエル・ミロ（天野知恵子訳）「街路の命名」
（原著 1986 年），『記憶の場　第三巻　模索』179～221 頁，引用は 214 頁）．
11　アザン前掲書 132 頁．1935 年 7 月 14 日，シャン・ゼリゼでのラ・ロック大佐率いる「火の十字団」
のデモに対抗して，50 万とも見られる群衆が，左翼の再統一を喜び，バスティーユ広場からナシオン

















14　ラリー・コリンズ＆ドミニク・ラピエール（志摩隆訳）『パリは燃えているか？ [ 新版 ]』上下巻（早














キー家があり，1942 年 6 月にロベールがドランシーから手紙を送っている（パトリック・モディアノ
（白井成雄訳）『1941 年，パリの尋ね人』作品社，1998 年，原著 1997 年）．なお，この時期（1898 ～
1969 年）のヴァンドーム広場のホテル・リッツについては，ティラー・J・マッツェオ（羽田詩津子
訳）『歴史の証人　ホテル・リッツ　　生と死，そして裏切り』（東京創元社，2017 年，原著 2014 年）
も参照．
15　ヴィノック前掲書，585～589，603 頁．もっとも翌年 6 月 22 ～ 23 日には，ラジオ局ヨーロッパ 1 と
番組「やあ，みんな（サリュ・コパン）」主催の無料パーティーもナシオン広場で開かれ，パリ内外
の 20 万人以上の若者を集めており（イヴァン・コンボー（小林茂訳）『パリの歴史 [ 新版 ]』白水社
文庫クセジュ，2002 年，原著 2001 年，143 頁），政治一色の場でもなかったようだ．
　　　ロジェ・グルニエ（宮下志朗訳）『パリはわが町』（みすず書房，2016 年，原著 2015 年）は，自身
の一族がパリの各街路とどのようにかかわったかを，自伝的な「愛情地理学」として提示してみせて
おり，たとえばサン・マルタン通り 218 番地は彼の父母の新婚時代の住居の場所として（20 頁），ナ
シオン広場はアルジェリア問題のために命を狙われていたジャン＝ジャック・ルーセ宅（著者はそこ
に預けられた殺人犯シルヴィー・ポールに，週に数度聞き取り調査をしていた）の付近として（180
～ 182 頁），ロケット通り 173 番地は著者が招かれたラジオ＝リベルテールの場所として（199 頁）登
場する．
16　西川長夫『パリ五月革命私論　　転換点としての 68 年』（平凡社新書，2011 年），長谷川正安『パリ






　」（『歴史学研究』第 936 号，2015 年 10 月，36～44，64 頁）を参照．1982 年 11 月 26 日には，多様
な「ジプシー」（ロム，マヌーシュ，シンティ，カレ）が，マイノリティとしての権利を訴えて，ヴァ
ンセンヌで集会を開いた後，ナシオン広場からバスティーユ広場を通って共和国広場まで行進した




この地域の多民族性を示す．私が 2016 年 3 月 16 日にこの大通りを歩いた際，日本のサブカルチャー
を扱った店が複数あったことを思い出す．なお，フランスの移民研究では，ジェラール・ノワリエル
（大中一彌・川﨑亜紀子・太田悠介訳）『フランスという坩堝　一九世紀から二〇世紀の移民史』（法



















20　蛇足ながら，13 世紀サント・ジュヌヴィエーヴ修道院領（現在のパリ 5 区内）の都市化の様子は，シ






ン第 7 巻』，藤原書店，1999 年）では，1832 年 6 月 5～6 日の民衆蜂起がサン・メリー修道院での大
量虐殺で終結した後，赤い毛糸の帽子が売れなくなったとの記述がある．なお，サン・マルタン通り
に接するグラヴィリエ通りには，1862 年ロンドン万博以来の英仏労働者の交流を踏まえ，国際労働者





『パリ歴史事典（普及版）』（白水社，2011 年，原著 1996 年），161～163 頁で述べられたパリの給水泉


















ルが計画されたという．またその際に，フランス国鉄 SNCF とメトロ運営会社 RATP の協調が実現
し，鉄道の相互乗り入れ・同一ホーム乗り換えがこの駅で 1977 年に実現したが，その際には日系フ
ランス人ルイ・サトウによる中目黒駅調査（1971 年）がモデルを提供したのだという．



















この時期，1 区住民約 17000 人，就労人口約 16000 人，交通機関利用人口 1 日 75 万人，商店街（約


































創設〕』インパクト出版会，1994 年，122 ～ 136 頁）．彼らシチュアシオニストが地理学において注目
されるようになったきっかけの一つが，ポンピドゥー・センター等での回顧展（1989 年）であった
（南後由和「シチュアシオニスト　　漂流と心理地理学　　」，加藤政洋・大城直樹編著『都市空間の












2011 年，314 頁；フィエロ前掲書，126～127 頁）．
　　　なお，二宮がソルボンヌ地区やフォーブール・サン・タントワーヌ地区のオーヴェルニュ人コロ
ニーの事例を紹介し，金物・屑鉄収集，族内婚，祭，キャフェ，メディアといった紐帯を挙げている




リエンタリズムの欲望と表象』（ブリュッケ，2002 年，原著 2000 年），澤田直編『異貌のパリ 1919-
1939　　シェルレアリスム，黒人芸術，大衆文化』（水声社，2017 年），エドワード・W・サイード










　　　なお，同書の「街の名に見るパリの歴史」（303～308 頁，初出 1974 年）において，彼が既にパリの
街路名の重要性について述べていることは，全く慧眼だと思わざるを得ない．それによれば，パリの
街路数は 1280 年頃シテ島に 36，左岸に 80，右岸に 194 の合計 310，1715 年には 653，革命勃発時に






初頭に 1500）を巡回して監督・矯正を行っており，その中でもパリの分院は 5 大修道院の一つとして
特別の地位にあった（230～233 頁）．
　　　なお，パリの男子・女子修道院がどの修道会の系列なのかは，フィエロ前掲書に一覧に近いものが
掲載されている．小教区を構成した教会も分かり，たとえば 1100 年頃にはシテ島 1，左岸 8，右岸 7
の計 16 小教区の内，サン・ジャック・ド・ラ・ブーシュリー，サン・メリ（司教座参事会の管轄），
サン・ニコラ・デ・シャン（1080 年サン・マルタン・デ・シャン修道院から成立），サン・ローラン
がサン・ドニ，サン・マルタン通りにかかわる．1292 年の 33 小教区には，サン・ジノサン（1786 年
廃止），サン・トポルチューヌも含まれている（前掲サールマン『パリ大改造　　オースマンの業績』，
54～55 頁に 1292 年頃のパリの教区を示す図がある）．1743 年 8 月 26 日にパリ高等法院代訴人の子と
して生まれたアントワーヌ・ロラン・ラヴォワジェは，サン・メリー教会で洗礼を受けている（モー
リス・ドーマ（島尾永康・天羽均訳）『ラヴォワジエ』東京図書，1978 年，原著 1941 年）．この教会
には，パリ最古の鐘（1331 年～）や聖水盤があり，パイプ・オルガンも巨大である（ミシェル・ダン




紀パリ生活誌　タブロー・ド・パリ』下巻，岩波新書，1989 年，原書 1782～88 年，201～203 頁）に
よれば，ここの判事たちはシャトレや高等法院とは異なり，迅速かつ公正に，深夜にも裁判を行って
いた．1825 年，商事裁判所は証券取引所に移ったが，その後もサン・メリには 10 人の債務不履行者
捕吏が住み込んでいた．その後，同院では相互教育学校の一つが開かれ，マルタン・ナドも一時受講
















ゲクラン」が上演され（1895 年 10 月），アレクサンドル・デュマ・フィスをして「これは愛国的なミ
サだ」と言わしめたという（前掲ミシェル・ヴィノック『知識人の時代　　バレス / ジッド / サルト
ル』55 頁）．また，シャトレ劇場では 1917 年 5 月 18 日，ジャン・コクトー，ピカソ，エリック・サ
ティらが協働したセルゲイ・ディアギレフのロシア・バレエ団のバレエ「バラード」が開幕している
（岡村多佳夫『ピカソ　　巨匠の作品と生涯』（角川文庫，2009 年））．小山内薫と島崎藤村が「ピサネ
ル」をみたのもここだった（1913 年 6 月．前掲『言語都市・パリ　1862-1945』144 頁）．なお，サン・
ドニ通り 30 番地にはボーマルシェの生家があった．
32　喜安朗「居酒屋からゴゲットへ　　ヨーロッパ近代民衆の「個と共同性」　　」『シリーズ世界史へ
の問い 4　社会的結合』（岩波書店，1989 年）201～225 頁は，レ・アル・グレーヴ街区等のデータに
基づくデイヴィド・ガリオッチの研究をも引用しながら，労働者の居酒屋ネットワークについて考察
している．エミール・ゾラ（古賀照一訳）『居酒屋』（新潮文庫，1970 年，原著 1877 年）でも，サン・
ドニ門の「咳する坊や」という飲み屋が登場するし，モーリス・ルブラン（竹西英夫訳）『ルパン対




















































































































































































大学出版会，2013 年，原著 2011 年），22～37，107～108 頁は，修正主義の主張を踏まえた上で，「ブ
ルジョワジーが貴族社会を打倒し，民衆の犠牲の上に，社会の突然の質的な変容をもたらした革命」
という意味で，「ブルジョワ革命」を定義した上で，実際には既にフランス社会の資本主義発展は進
展しており，ブルジョワと貴族は融合し，むしろ農民の反資本主義的運動をひきおこしていたという
点でそれを批判し（彼は定義の拡大にも否定的であるが，史的唯物論の異なる読み方は許容する），
フランス革命は，そうした長期的移行の結果，上部構造としてのイデオロギーが下部構造としての経
済の在り方にようやく追いついた「イデオロギー革命」であり，かつ「資本主義的世界経済」内部で
の「反システム革命のはしり」（大方は失敗であったが）であったとする．
　　　革命の意義の評価，階級論の再検討，史的唯物論の一定の評価といった点において，私もこの分析
を支持したいが，私見では，反システム運動という呼称では階層の問題をうまく表現できないのでは，
という危惧もあり，「ブルジョワ革命」の用語にも一定の教育上の意義は認めたい（「単なるイデオロ
ギー革命」も立派な「ブルジョワ革命」であり，充分に意味があると私は思うのだが）．20 年前の本
ではあるが今でも私も講義でよく使う，松浦義弘『フランス革命の社会史』（山川出版社世界史リブ
レット，1997 年）も，ブルジョワ革命論を「複雑化した革命研究の一領域」としては許容している
（003 頁）．もっとも，農民の意義（私自身は「複合革命」概念を講義で用いている）や，革命前の「ブ
ルジョワ」と革命の受益者としてのブルジョワとのずれ（とはいえ基本的には，前者の階層の中から
後者が登場したと私は理解しているが）などはその場合でもきちんと考慮すべきであろうし，反シス
テム運動という語が，「世界資本主義への反発を含んだ適応過程」（世界資本主義の外部に出ることが
可能とは思われないので），および「その際の多様な階層的利害の調整」を意味するという合意があ
るのであれば，この語を用いてもかまわないと思っている．要は用語そのものにこだわるより，全体
的な論旨の方を私は重視したいのである．
49　階級意識は客観的に存在するものではなく，シンボル等により操作されながら生じるものであること，
その点で階級を歴史の動因とすることに疑問符がつくのは当然である．「階層論＝マルクス主義」と
いう安直な理解をする学生もいる．しかし，階層なり階級なりは生活条件を客観的に制約する条件で
あるがゆえに，それが歴史分析の基礎をなすこと自体は，私は正しいと思っているし，実際構造転換
の問題を考える際には階層への再注目が必要であることを，何人ものフランス近世史研究者も提言し
ている．階級・階層は固定的なものではなく，それがそのまま直接政治的スタンスを規定するわけで
はないが，それを無視するとかえって「シンボル操作次第で民衆はどうとでもなる」といった安直な
理解になりかねない（実際にそのように勘違いする学生も出ている）．
50　そもそもマルクス主義においても，革命とは「生産力と生産関係の矛盾」の解決を示す以上，暴力革
命のみが唯一の解決策ではないはずである．マルクス主義は人類史をわずかな発展段階で区切る巨視
的理論であり，だからこそそのような多様な解釈を許容するのであり，まただからこそ理論的に革命
のタイミングなど実証できるわけもなかったわけである．また，その階級闘争論も，実証史学との提
携によって相当に幅広く設定されていると私は理解していたが，近年たぶんに党派的な意図から，階
級闘争＝暴力革命という単純化された議論が横行し，平和主義と矛盾しているなどと主張する傾向も
強まっており，冷静な議論が求められる．全体的な論旨を見ずに言葉尻を捕らえ，絶対王政やブル
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ジョワ革命という用語を使っただけでマルキスト扱いするのは，それ自体が異常な党派性と言わざる
を得ない．
51　軍事や国防が必要であるとしても，必要悪でしかない以上，手続きの厳格化等により，それへの歯止
めをかける必要は，むしろともに増進するはずであるが，兵士のリクルートの問題や，軍事が人殺し
であることすら論じさせない現在の日本の風潮のもとでは，こうした主張自体を党派的圧力で封じよ
うとする動きが強い．天野知恵子『子どもたちのフランス近現代史』（山川出版社，2013 年）では，
二つの世界大戦も含め，パリの子どもたちがいかに当時の社会に翻弄されたかを描いており，有益で
ある．
52　サン・ドニ市とサン・ドニ通りが異なるように，パリにはよその地名のついた街路名もあり，学生が
混同しないか，注意を要する．
53　中編注 1 でこの問題を扱ったが，あたかも暗記物としての歴史学を私が推奨しているかのように受け
取られたらしきことは残念である．私としては，理解の前提には必ず一定の暗記は必要であり，面白
い歴史と暗記物としての歴史のバランスをどうとるのかに苦心していると言いたかったのである．そ
のためにも，通史講義においては，板書と余談の使い分けは重要になるだろう．
54　漫画についても前編で触れたし，私はそれを否定する気はさらさらないが，学問との役割分担は明確
にしておくべきであろうと思っている．それぞれが固有性を持ちつつ，相互に相乗効果を及ぼすこと
ができればベストであろう．むろん同様のことは，映画やドラマ，ゲームなどにも当てはまる．私自
身の嗜好から，映画やドラマ，ゲームの面での指摘は少なくなったことを，本稿の限界として指摘し
ておく．
